高砂市スポーツ推進会議
議事概要


日　時　令和８年８月２６日（水）　　　
１９：００～２０：１０　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　場　所　高砂市役所 南庁舎２階 会議室１

【出席者】砂川委員　鎌谷委員　森本委員　池田委員　三上委員
　　　　　佐藤委員　山田委員　中村委員　小山委員　
【欠席者】森田委員　梶川委員　濱田委員
　

１　開　　会
　　→協働部部長あいさつ
　　→森本委員の自己紹介
　　→事務局紹介

２　議　　題

（１）令和７年度の取組（事業）の進捗管理評価について

事務局から、令和７年度の取組（事業）の進捗管理評価について説明があった。

アクションプランにおける委員からの意見をＢ・Ｃ評価の事業に限定したことについて、委員から、その理由について質問があり、Ａ評価などの良い自己評価についても意見を求める必要があるのではないかとの意見があった。これに対し事務局から、前回の本会議において、全ての事業について意見を求める必要はないのではないかとの意見があったため、今回はＢ・Ｃ評価の事業について、当課、関係団体及び指定管理者から意見を求めたとの説明があり、Ａ評価についても意見を記載できるよう、次回以降の運用を検討するとの回答があった。

１－（４）－15「アザレア杯卓球バレー交流大会ＳＴＴ体験会」について、委員から、加古川市の事業であり、高砂市における指導者の育成につながるものではないのではないかとの指摘があった。また、周知を行ったものの参加者がなかった事業を、高砂市の自己評価につなげることについて疑問が示された。これに対し事務局から、指摘のとおりであり、指導者育成につながる講習会の開催に向けて検討しているとの回答があった。

各事業の評価について、委員から、Ｂ評価の多くが参加者数の不足を理由としていることから、参加者数だけでなく、事業内容や取組の質についても評価してはどうかとの意見があった。また、アクションプランの「参加者数」の目標値について質問があり、事務局から、各事業の募集人数を目標値として設定しているとの説明があった。

参加者数の実績について、委員から、増減の原因分析を行っているのかとの質問があり、事務局から、当課が実施する事業については分析しているものの、それ以外の事業については分析できていないとの回答があった。これに対し、委員から、市全体として各事業を総括し、参加者数の増減要因等を分析していく必要があるのではないかとの意見があった。

ニュースポーツ及びパラスポーツの普及について、委員から、マラソン大会においてニュースポーツの体験会等を文化会館で実施するなど、大きなイベントとして展開することで、マラソン大会の参加者増加や大会の特色づくりにつなげてはどうかとの提案があった。これに対し事務局から、今年度の実施は難しいものの、今後検討するとの回答があった。

また、委員から、パラスポーツ等の周知について、複数の事業を組み合わせ、他のイベントと連携して実施してはどうかとの意見があった。事務局からは、向島公園で実施している「むこうじまフェスタ」において、キッチンカーを呼んで集客した上でニュースポーツ体験会を実施している事例について説明があり、こうした取組も参考に検討するとの回答があった。

ニュースポーツやパラスポーツの認知度が低いとの意見に加え、委員が主催する高齢者を対象とした教室等も活用して周知してはどうかとの意見があった。また、Ｂ評価についても目標値に近い実績となっている事業が多いことから、引き続き事業を維持していくことが望ましいとの意見があった。

パラスポーツの取組について、委員から、取組に対する評価が十分に感じられないとの指摘や、スポーツ推進委員会により積極的な活動を求める意見があった。一方、別の委員から、今年度のニュースポーツ体験会では、事業内容についてアンケートを実施するとともに、委員間で周知方法を検討した結果、前年度と比較して参加者数が大きく増加したことについて、委員の努力による成果であるとの説明があった。

さらに、パラスポーツの普及に当たっては、委員とも相談しながら事業を実施してほしいとの意見があり、委員から、相談しながら進めていくとの発言があった。事務局からは、「パラスポーツフェスタ」のような取組は実施できていないものの、スポーツ推進委員会を通じてニュースポーツの普及に取り組んでおり、パラスポーツについてもスポーツ推進委員会と相談しながら取り組んでいくとの説明があった。


企業との連携について、委員から、４－（３）－41「企業との連携」に関し、マラソン大会や浜風駅伝以外に企業と連携している事業があるのかとの質問があった。事務局から、市のスポーツ事業として企業と連携しているものは浜風駅伝であるとの説明があった。これに対し、委員から、市内には多くの企業があり、地域との共生や社会貢献を重視している企業もあることから、企業と連携してスポーツ振興につなげてはどうかとの意見があり、事務局から、今後、企業との協力について検討するとの回答があった。

（２）基本目標について

事務局から、基本目標について説明があり、基本目標１「スポーツ施設の延べ利用者数」の目標値を451,000人に上方修正すること、また、目標の設定方法は計画策定時と同様であるとの説明があった。

委員から、スポーツ施設の延べ利用者数にボランティアの人数が含まれるのかとの質問があり、事務局から、施設予約時に利用人数を申告しており、主催者がボランティアを含めて申告している場合は利用者数に含まれるとの説明があった。

また、委員から、伊保スポーツ広場等の無料で利用できるランニングコースについて、施設の予約を伴わない利用者も利用者数として把握できないかとの意見があった。これに対し事務局から、現状ではこれらの利用者数を把握することは難しいとの回答があった。

その他に意見はなく、基本目標について承認された。

３　その他

委員から、高砂市の「夢の代」補助金を活用して「パラスポネットたかさご」という団体を立ち上げ、10月24日に「パラスポーツフェスタ2026 inたかさご」を実施する予定であることについて報告があり、周知及び協力の依頼があった。

また、委員から、同日に「スポーツクラブ２１交流会」が総合体育館及び陸上競技場で実施されることから、今後、スポーツ関連イベントの日程が重複しないよう、事務局において調整してほしいとの意見があった。別の委員からは、日程調整も含め、スポーツ推進課やスポーツ推進委員会と協力していきたいとの意見があった。

事務局からは、「スポーツクラブ２１交流会」については、スポーツ施設を前年度に確保する関係上、日時の変更はできないとの説明があった。また、「パラスポーツフェスタ」については、可能な限り協力したいものの、予算面が課題となっているとの説明があった。

これに対し委員から、予算面ではなく、チラシの配布や教育委員会への呼びかけ等の協力を依頼したものであり、今年度はぜひ協力してほしいとの意見があった。事務局からは、以前は、市やスポーツ推進委員会が事業に関与することで「夢の代」補助金の要件から外れる可能性があるため、協力できないとの認識で回答していたとの説明があり、チラシの配布等については協力するとの回答があった。

４　閉　　会

　　砂川副議長あいさつ
